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時
評
「
ウ
エ
ー
ブ
」 

十
八
回 

 

雷
龍
王
の
教
え
‐
危
機
感
の
力 

 
王
の
動
機
も
危
機
感
。
国
家
持
続
へ
の
危
機
感
だ
っ
た
。
ブ
ー
タ
ン
の
人
口
は
６
７
万
人
。

平
面
地
図
で
の
面
積
は
３
万
８
千
平
方
キ
ロ
。
熊
本
市
民
が
九
州
全
土
に
住
む
と
思
え
ば
い

い
。
そ
の
小
さ
な
国
が
、
北
に
中
国
、
東
西
と
南
に
イ
ン
ド
国
境
を
睨
む
。「
人
の
世
に
不
変

な
も
の
は
変
化
の
み
」
と
言
い
切
る
王
に
と
っ
て
、
世
界
一
、
二
の
人
口
を
誇
る
大
国
に
挟

ま
れ
る
危
機
感
は
、
国
交
の
良
し
悪
し
や
今
現
在
の
世
界
平
和
な
ど
に
左
右
さ
れ
な
い
。
四

方
を
大
洋
に
囲
ま
れ
、
１
億
３
千
万
人
の
同
胞
に
恵
ま
れ
る
日
本
人
に
は
想
像
も
つ
か
な
い

切
迫
感
が
あ
る
。
王
の
尽
力
の
お
か
げ
で
今
で
は
ブ
ー
タ
ン
人
の
口
癖
に
な
っ
た
言
葉
を
借

り
れ
ば
、
「
虎
と
象
に
挟
ま
れ
た
蚊
」
の
危
機
感
だ
。 

改
革
が
進
む
国
に
は
、
必
ず
、
民
の
多
く
が
自
分
の
問
題
と
し
て
共
有
す
る
危
機
感
が
あ

っ
た
。
が
、
災
害
や
戦
争
で
も
な
い
限
り
、
自
然
発
生
す
る
性
格
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

自
分
が
抱
く
危
機
感
を
国
民
と
共
有
し
よ
う
と
、
大
変
な
努
力
を
重
ね
る
人
々
が
い
た
か
ら

だ
。
そ
う
い
う
リ
ー
ダ
ー
達
か
ら
世
銀
の
改
革
に
役
立
つ
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
。
皆
、

私
の
恩
師
で
あ
る
。 

恩
師
数
人
の
筆
頭
は
「
雷
龍
の
国
」
ブ
ー
タ
ン
の
前
国
王
、
ジ
グ
ミ
・
シ
ン
ゲ
・
ワ
ン
チ

ュ
ク
雷
龍
王
四
世
。
国
民
総
幸
福
量
と
い
う
公
共
政
策
哲
学
の
発
案
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る

が
、
王
は
、
即
位
後
初
の
外
紙
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
際
ふ
と
思
い
つ
い
て
、「
国
民
総
生
産
量
よ

り
国
民
総
幸
福
量
の
方
が
大
切
だ
」
と
語
呂
合
わ
せ
を
し
た
ら
定
着
し
た
だ
け
だ
と
笑
う
。

い
つ
の
世
も
不
幸
な
民
が
国
家
を
不
安
定
に
す
る
の
だ
か
ら
、
幸
福
を
中
心
に
国
を
治
め
る

の
は
常
識
だ
と
も
笑
う
。
彎
曲
迂
回
を
改
革
の
学
習
と
し
て
、
そ
の
常
識
を
在
位
３
４
年
間

貫
い
た
信
念
が
、
王
の
笑
い
に
響
く
。 

小
さ
な
国
が
生
き
延
び
る
た
め
の
戦
略
は
「
雷
龍
王
の
足
跡
が
な
い
村
は
な
い
」
と
言
い

伝
え
ら
れ
る
即
位
直
後
の
行
幸
の
結
果
だ
っ
た
。
海
抜
２
０
０
メ
ー
ト
ル
前
後
の
イ
ン
ド
国

境
を
覆
う
熱
帯
ジ
ャ
ン
グ
ル
か
ら
、
７
千
メ
ー
ト
ル
級
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
巨
峰
が
連
な
る
中
国
国

世
界
銀
行
は
被
融
資
国
の
国
家
リ
ス
ク
を
扱
う
。
だ
か
ら
、
国
の
返
済
能
力
を
左
右
す
る

政
策
と
政
治
が
絡
み
合
う
改
革
の
泥
沼
が
、
仕
事
場
だ
っ
た
。 
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一
人
で
も
多
く
民
の
心
を
聴
こ
う
と
訪
れ
る
王
の
謙
虚
な
姿
に
打
た
れ
、
民
は
胸
を
開
い

て
語
っ
た
。
そ
う
し
て
国
家
安
泰
の
根
源
を
見
つ
め
る
時
、
王
が
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
い
つ

も
同
じ
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
だ
っ
た
。
国
民
総
幸
福
量
は
国
家
安
全
保
障
戦
略
。
武

力
抜
き
の
真
剣
勝
負
だ
と
決
心
し
た
。 

王
の
危
機
感
に
自
分
の
傲
慢
を
知
っ
た
。
貧
困
解
消
の
使
命
感
に
欠
く
世
銀
の
危
機
を
頭

だ
け
で
知
っ
た
つ
も
り
だ
っ
た
と
。
危
機
を
ハ
ー
ト
で
掴
む
に
は
王
の
行
幸
を
手
本
に
す
る

以
外
、
術
が
無
い
。
だ
か
ら
、
家
族
扱
い
の
貧
村
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験
を
部
下
と
共
有
し
、

改
革
の
原
点
に
し
よ
う
と
決
め
た
。 

世
界
各
国
の
憲
法
は
、
ブ
ー
タ
ン
同
様
、
国
民
の
幸
福
を
高
々
と
謳
う
。
日
本
の
憲
法
も

「
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
公
共
の
福
祉
に
反
し

な
い
限
り
、
立
法
そ
の
他
の
国
政
の
上
で
、
最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
」
と
謳
う
。
が
、

そ
れ
を
国
政
の
軸
と
す
る
国
は
、
今
も
昔
も
他
に
な
い
。
そ
の
ブ
ー
タ
ン
の
経
済
成
長
率
は

持
続
し
て
高
い
。
国
王
主
導
の
政
治
改
革
で
民
主
制
を
迎
え
た
今
日
も
、
幸
せ
へ
の
改
革
が

続
く
。 

幸
せ
は
物
の
み
で
は
得
ら
れ
な
い
か
ら
「
経
済
成
長
は
目
的
に
あ
ら
ず
、
幸
福
追
求
へ
の

重
要
な
手
段
」
と
位
置
づ
け
る
。
本
気
だ
か
ら
政
策
と
行
政
組
織
自
体
の
改
革
が
密
着
し
、

形
よ
り
組
織
文
化
を
重
ん
じ
、
組
織
を
成
す
人
の
意
識
改
革
が
焦
点
に
な
る
。
幸
せ
は
全
体

論
で
、
そ
の
要
因
は
各
省
庁
の
都
合
や
縄
張
り
な
ど
に
従
わ
な
い
か
ら
と
、
国
民
の
視
点
に

沿
う
横
割
り
行
政
を
重
視
し
、
チ
ー
ム
精
神
に
本
腰
を
入
れ
る
。 

境
ま
で
、
直
線
距
離
で
は
僅
か
２
０
０
キ
ロ
を
無
数
の
激
流
が
貫
き
、
国
土
は
波
打
つ
急
階

段
の
連
続
。
車
道
に
頼
れ
る
安
易
な
旅
で
は
な
い
。
酸
素
の
薄
い
大
気
に
喘
ぎ
、
雨
期
に
は

蛭
に
血
を
吸
わ
れ
、
蚊
や
蚤
虱
に
悩
み
な
が
ら
、
野
宿
を
強
い
て
歩
き
続
け
た
。 

     

雷
龍
王
の
危
機
感
を
母
国
日
本
の
新
政
府
に
も
と
、
祈
る
。 
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